
令和６年度 各区事務局会議からの報告 

事務局会議で話し合った個別事例の概要を記載してください。（年度で 6枠埋められるようにお願いいたします。） 

枠の拡大は行わず、表面のみで収まるよう簡潔な記載をお願いいたします。 

葵 区 

① 検討月： ５月  

キーワード：50 代、身体障害、入浴支援からの地域移行、単身生活、サービス調整の困難さ 

重度の障害（身体1級）のある方が、自らの意思によって施設を退所して、サービスを活用して地域で単身生活

を送ることができた事例。 

 

 

② 検討月： 10月  

キーワード：精神・知的障害、愛着障害、計画相談の引継ぎ、意思決定支援、利用者と支援者の距離感の大切

さ、事業所間連携の困難さ 

本人に困り感がなく、周りが振り回されてしまう事例 

 

 

③ 検討月： 11月  

キーワード：未就学児、ＡＳＤ、児童発達支援の困難さ、多職種連携、サービスや制度の理解 

 サービスや制度の理解ができていないことによって、私立保育園と児童発達支援事業所で連携が難しかったケース 

 

 

 

④ 検討月：        

キーワード 

 

 

 

 

⑤ 検討月：        

キーワード 

 

 

 

 

⑥ 検討月：        

キーワード 

 

 

 

 

  

資料 5 



 

駿河 区 

① 検討月： ６月    

キーワード：子ども・子育て、指定学校変更・小規模特認校制度、コミュニケーション困難 

学区外の中学校に通う中学３年生女児のケース。コミュニケーションを取れる人物が限られており、本人の意思確

認が困難。母親にも理解力の乏しさがあり、今後の支援についての検討に難渋している事例。 

 

 

② 検討月： ８月    

キーワード：精神障害者、生活困窮、共依存  

母と息子の二人世帯（母子ともに精神障害）。生活困窮の相談に対応しているが、支援者の提案を息子が拒

否をするため支援に至らない。母親に対する経済的搾取も疑われるが、共依存関係も見られ、介入が困難な事例。 

 

 

③ 検討月： １０月  

キーワード：8050問題、高齢と障害の連携、アルコール問題 

 認知症が進行する高齢の母と、アルコール性肝硬変を患っている知的障害の息子（５０代）の二人世帯。母子

共に施設入所や GHは拒否しており、このまま一緒に暮らすことを望んでいるが、高齢・障害の支援者の中でも様々

な意見があり、支援の方向性が定まらないケース。 

 

 

④ 検討月： １２月（予定） 

キーワード：強度行動障害 

 

 

 

 

⑤ 検討月：  １月（予定）  

キーワード：基幹相談提案ケース 

 

 

 

 

⑥ 検討月：  2 月（予定）  

キーワード：発達障害支援センター提案ケース 

 

 

 

 

  



 

清水 区    

① 検討月：7月  

キーワード：一般就労 送迎サービス フォーマル/インフォーマルサービス 身体手帳2級 山間地  

 右片マヒあり身体手帳2級56歳男性。発症前の職場で継続雇用が叶うが自身で運転できず、自宅が山間地の

ため公共交通機関もなく妻が職場まで毎日送迎している。毎日 2 往復、計 4 時間の運転で妻も疲弊しているため

何か考えられる手段（サービス）はないか？夫婦共倒れになりうる事例。 

 

② 検討月：11月  

キーワード：障害児 保育所等訪問支援 親の理解 支援者の理解  

多動・衝動性がある児童。診断は「グレーゾーン」「多動傾向」であり「知的には平均だし、大きくなれば落ち着くか

も」と主治医に言われている。児発と訪問支援を利用している。こども園、支援者、母親で意見の相違がある事例。 

 

 

③ 検討月：      

キーワード：                          

 

 

 

 

④ 検討月：      

キーワード：                          

 

 

 

 

⑤ 検討月：      

キーワード：                          

 

 

 

 

⑥ 検討月：      

キーワード：                          

 

 

 

 

★上記事例を通し地域課題が見つかった場合は、別紙に記載してもらいますので、事務局までご連絡ください。 


